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北海道大学アカデミッククラウド 

• 北海道大学情報基盤センターにおいて２０１１年１１月
「学際大規模計算機システム」の一部として導入 

 

• 大学系の研究者が利用可能な、スパコン並みの性能
（43TFlops）を有する大規模・高性能クラウドシステム 

  → 2,000以上のバーチャルマシンが構成可能 

 

• 単なる計算資源の仮想化にとどまらず、最先端のクラ
ウドミドルウェア（CloudStack）を導入することで本格的
なIaaS, PaaSのサービスインフラとして提供 
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中期目標・中期計画 
 

V その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

1 施設設備の整備・活用及び情報環境整備等に関する目標を達成するための措置 

 

3-1 情報環境整備を計画的かつ統一的に実施するため、行動計画を策定し、全学の情報
システムの最適化を推進する。 
 

3-2 世界水準の教育・研究を推進するために必要となる共同利用計算機システム等の学
術情報基盤を整備する。 

北海道大学中期目標・中期計画とクラウド 
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北海道大学内に分散配置されている各種のサーバなど 

ITリソースをクラウドシステムに一元化することで、 

学内の情報リソースの「最適化」を実現する！ 



学際大規模計算機システム 

スーパーコンピュータ   ＋   クラウドシステム 
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SR1600 Model M1 
 

 22 物理ノード 

 Total: 172 TFlops 

 Power 7 3.83GHz 

  8 core / Processor 

  32 core / 論理ノード 

 256 core / 物理ノード 

  1TB / 物理ノード 

BladeSymphony 

 BS2000 A1 
 

 114 物理ノード 

 Total: 43 TFlops 

 Xeon E7 8870 2.4GHz 

  10 core / Processor 

 40 core / 物理ノード 

  128GB / 物理ノード 

  10GbE x 2 / 物理ノード 

ストレージ 

 

ユーザ領域: 

 600TB (SAS) 

バックアップ:  

 300TB (SATA) 

ストレージ 

 

起動用・VM用: 

 260TB （FC-SAN） 
共有ファイル： 
 500TB (NAS) 

※ 他に利用者端末、大判プリンタなど 



クラウドシステムのハードウェア構成 
4 

10GbE SW x 2 

 （トランキング） 

ブレードサーバ x 114 

(10-core Xeon x 4, 

  128GB Mem, 

 10GbE x 2, GbE x 1) 

起動用ストレージ 

（FC-SAN, 260TB) 

共有ストレージ 

(NAS, 500TB) 

管理サーバ 

FW 

HINES 

（キャンパス
ネットワーク） 



クラウドシステムのソフトウェア基盤 
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HW （Boot/VM Image: SAN  Data: NAS） 

RedHat/CentOS Hypervisor ( XenServer / VMWare) 

Cloud Middleware (CloudStack) 

Portal system (自主開発） 北大SSO 
CloudStack 

API の利用 



旧システムのサービス体系（平成１８〜２３年度） 

• ホスティングサーバ 

• RedHat Linux + Server Protect + HDE Controller 

• HDE Controllerによるサーバ制御 

• OSの管理者権限はセンター側 

• １台 年額 18,900円（＋センター基本サービス経費） 

• プロジェクトサーバ 

• RedHat Linux + Server Protect 

• OSの管理者権限は利用者側 

• １台 年額 18,900円（＋センター基本サービス経費） 

• 付加ストレージ 

• １TB 年額 21,000円 
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学内（部局・研究室等）Webサーバの状況 
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自身でハード

ウェアから用意 

39% 

全学Webサー

バ上で公開 

33% 

センター

Webサー

バ上で公

開 

3% 

センターホスティ

ングサーバを利

用 

9% 

その他 

16% 



学内（部局・研究室等）CMSサーバの状況 
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自身でサーバを

立ち上げ 

54% 

民間プロバイダ

等を利用 

38% 

その他 

8% 



サービス提供の対象者 

• 研究者個人レベル 

– 従来から提供されてきたサービス 

 

• 研究室レベル → 今回の重点目標 

– 研究室レベルでのサーバ管理を代行する 

 

• 研究者コミュニティレベル 

– 研究会開催の支援など 
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新サービスの概要 

• 仮想化サーバの提供を基本とする：柔軟な運用 

• ホスティングサーバの拡張：CMSホスティングの導入 

• プロジェクトサーバの拡張：各種パッケージ、クラスタ 

 

• 基本サービス経費：年額 12,600円 

• スパコン利用（TSSは追加料金なし） 

• アプリケーション利用（Gaussian, Mathematicaなど） 

• ブログサービス：wordpressベースの個人ブログ 

• オンラインストレージ（WebDAV）：100GBまで無料 
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ホスティングサーバ 

• 新ホスティングサーバ：月額 1,470円 

• メモリ：３GB, HDD 100GB 

• シンプルホスティング 

• CentOS+Apacheの標準インストール 

• 利用者側でOSから管理する（自己責任で運用） 

• CMSホスティング 

• Wordpress*, MediaWiki**, Zope+Plone** 

• Xoops**, Movable Type**, Open Conf System**, Indico** 

  *OSの管理はセンター側で行い、ミドルは利用者が管理 

 **OSおよびミドルの両方を利用者が管理する 
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ホスティングサーバ申請画面 
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初心者向け 

CMSパッケージ 

上級者向け 

パッケージ 

学会開催支援
パッケージ 



プロジェクトサーバ 

• サービスレベル 

• S サーバ: 1 コア, Mem 3GB, HDD 100GB, 月額 525円 

• M サーバ: 4 コア, Mem 12GB, HDD 100GB, 月額 2,100円 

• L サーバ: 10 コア, Mem 30GB, HDD 100GB, 月額 5,250円 

• XL サーバ（物理ノード）: 40 コア, Mem 128GB, HDD 2TB 

• クラスタサーバ 

• MPI, OpenMP, Hadoop を設定済みで提供 

• サーバを一度に n 台申し込み可能 

• 追加ストレージ 

• ホームの拡張 or プロジェクトサーバ共有マウント 

• １TBで 月額 1,050円 
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プロジェクトサーバ申請画面 
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サービスレベル 

（S/M/L/XL） 

パッケージ 

（標準・MPI） 

台数および 

追加ストレージ 

認証および 

ポート設定 



ホスティングサーバとプロジェクトサーバの違い 

• ホスティングサーバ 

• HA構成により可用性を確保 

• OSの管理者権限は原則としてセンター側 

• ネットワーク：Global IPを割当, ホスティング用途を前提とした
FW設定：サーバ間での内部通信は不可（Global 経由） 

 

• プロジェクトサーバ 

• OSの管理者権限は利用者：原則として利用者の責任で運用 

• ネットワーク：Private IPを割当, 利用者毎にVLANを設定, 

Global IPは必要に応じて申請する 

• クラスタとしての運用を可能とする 
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利用者ポータル 

• 自主開発：CloudStack APIを呼び出す 

• 主に申請処理、課金処理などを担当する 

16 

バーチャルマシン
の管理画面へ 

（次のスライド） 



CloudStackのカスタマイズ 

• 初心者向けと上級者向けに分けてカスタマイズ 

• 初心者向けには必要最小限の機能のみ提示する 
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「上級者向け」は 

ここをチェックする 

「初心者」
は最小限
のメニュー
のみ表示 



クラウド管理画面 
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苦労した、している点など 

• これまでの大型計算機センター的な管理、運用ポリ
シー、課金体系などとの整合性の確保 

• 利用者管理、課金管理などの従来からの管理システ
ムとの融合（クラウドミドルだけでは対応しきれない） 

• 利用者から見て「シンプル」になるように配慮 

（サービス体系、パッケージ、ポータルの構成） 

• ネットワークの運用ポリシー（利用者毎のVLAN管理） 

• 最新のデバイス・HW環境への対応（相性等） 

• パッケージを含めた保守管理体制の整備 

• 利用者支援体制の整備（尐数の管理担当者で） 
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対象者について 

• 原則として全国の大学関係者の利用を想定 

• 教職員、学生（大学院生）、研究員など 

• 企業などの場合には共同研究契約を行えば可能 
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どうぞご利用ください！ 


